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知っていますか？

　
択え
と
ろ
ふ捉
島
、
国く
な
し
り後
島
、
色し
こ
た
ん丹
島
そ

し
て
歯は
ぼ
ま
い舞
群
島
か
ら
な
る
北
方
四

島
は
、
い
ま
だ
か
つ
て
一
度
も
他

国
の
領
土
と
な
っ
た
こ
と
の
な
い

日
本
固
有
の
領
土
で
す
。

　
そ
れ
は
歴
史
的
な
経
過
に
お
い

て
も
国
際
的
な
取
り
決
め
か
ら
見

て
も
明
ら
か
な
事
実
で
す
。

　
平
成
₂₇
年
は
、
北
方
四
島
が
ソ

連
に
不
法
占
拠
さ
れ
て
か
ら
₇0
年

と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
、
例
年

以
上
に
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

根
室
管
内
住
民
大
会

﹁
日
魯
通
好
条
約
﹂
が
調
印
さ
れ

た
２
月
７
日
を
﹁
北
方
領
土
の

日
﹂
と
し
、
全
国
で
様
々
な
北
方

領
土
返
還
要
求
運
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
返
還
要
求
運
動
原
点
の

地
で
あ
る
根
室
管
内
で
は
、
昨
年

も
住
民
大
会
が
開
催
さ
れ
、
早
期

返
還
に
向
け
て
思
い
を
一
つ
に
し

ま
し
た
。

戦
後
₇₀
年
北
方
領
土
問
題
を

考
え
る
集
い

　
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
の
啓

発
と
後
継
者
の
育
成
を
目
的
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
根
室
管
内
に
全

国
か
ら
大
学
生
が
訪
れ
、
啓
発
施

設
の
視
察
や
元
島
民
と
の
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
通
し
て
、
北
方
領
土
問

現
在
の
状
況
と
様
々
な
返
還
要
求
活
動

昨
年
の
活
動
内
容

知っていますか？

北方領土について
　２月７日が「北方領土の日」と定められたのは、1855年（安政元年）２月７日に結
ばれた「日魯通好条約」により、日本とロシアの国境を択捉島とウルップ島の間だと
することが決められた日に由来します。

北方四島ポータルサイト　http://4islands.jp

2月7日は
北方領土の日

戦
後
₇0
年
北
方
領
土
問
題
を
考
え
る
集
い

中
央
ア
ピ
ー
ル
行
動︵
東
京
都
︶

北
方
領
土
の
日

根
室
管
内
住
民
大
会︵
２
月
７
日
︶

北
方
領
土
ま
で
歩
こ
う
会︵
根
室
市
︶

　
終
戦
時
の
島
民
は
、
約
１
万
７

千
人
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
既
に

１
万
人
以
上
が
他
界
し
て
お
り
、

残
さ
れ
た
元
島
民
も
平
均
年
齢
₈0

歳
を
超
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
も
な
お
、
故
郷
に
帰
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

題
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

元
島
民
と
後
継
者
の
集
い

　
元
島
民
が
北
方
領
土
に
居
住
し

て
い
た
当
時
の
生
活
や
引
揚
げ
時

の
様
子
、
そ
の
後
の
生
活
な
ど
貴

重
な
体
験
談
を
語
り
継
ぐ
機
会
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
方
領
土
返
還
要
求

中
央
ア
ピ
ー
ル
行
動

　
毎
年
₁₂
月
１
日
に
東
京
都
で
、

行
進
ア
ピ
ー
ル
行
動
、
政
府
へ
の

要
請
、
街
頭
啓
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
も
、
国
民
世
論
の
高
ま

り
を
図
り
早
期
返
還
を
訴
え
ま
し

た
。

そ
の
他
の
活
動

　
毎
年
根
室
市
で
開
催
し
て
い
る

﹁
北
方
領
土
ま
で
歩
こ
う
会
﹂
へ

の
参
加
や
町
内
イ
ベ
ン
ト
で
の
署

名
活
動
、
北
方
四
島
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
運
営
、
北
方
領
土
学
習
の

出
前
講
座
﹁
な
る
ほ
ど
納
得
！
北

方
領
土
！
﹂
を
実
施
し
ま
し
た
。
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■日時　２月７日㈰　正午から
■場所　根室市総合文化会館　大ホール
■内容
　第１部　住民大会式典
　第２部　弁論発表大会
　アトラクション「からくりどーる」マジックショー
　ゲスト　からくりどーる
　　　　　シエル（アシスタントマジシャン）

　上位15名に別海町特産ホタテ、参加者全員に記念品
が当たります。ぜひご参加ください。
■場所　農村広場特設ステージ
■日時　２月７日㈰　11時20分頃

　一日も早い四島返還を目指して、啓発パネル展を開催
しています。
■期間  ２月12日㈮まで　■場所  別海町役場１階ロビー 主催　 北方領土隣接地域振興対策根室管内市町連

絡協議会
主管　 2016「北方領土の日」根室管内住民大会実

行委員会
■問合せ　千島歯舞諸島居住者連盟別海町支部
　　　　　℡0153-75-2148

　元島民やその家族、返還要求運動関係者、報道関係者
等が参加することができます。
　訪問先では、四島在住のロシア人との意見交換やホー
ムビジット、施設の視察や住民交流会等を通じて交流を
深めています。

　北方四島在住のロシア人を北方領土隣接地域である根
室管内を中心に、全道及び全国各地での受け入れを行っ
ています。
　本町でも毎年受け入れを行っており、日本の生活、文
化を体験するため、ホームビジットや文化及びスポーツ
交流、食事を囲んでの交流会などを行っています。
　また、お互いに率直な意見を交わす意見交換会などを
開催し、相互理解を促進しています。

訪問事業

受入事業

　現在、北方領土の訪問に関して、「北方四島交流事業」、「北方領土墓参事業」、そして「北方四島自由訪問」
が実施されています。
　そのうち「北方四島交流事業（ビザなし交流事業）」についてご紹介します。
　平成４年から始まったビザなし交流事業は、領土問題の解決を含む日露間の平和条約が締結されるまでの間、
日本人と北方四島在住のロシア人が相互に理解を深め、四島返還による北方領土問題解決のための環境づくり
として行われている事業です。

北方四島在住のロシア人との交流 ビザなし交流事業

北方四島に住むロシアの方と交流し、お互いを知ってみませんか

　町では、北方四島在住ロシア人のビザなし交流受入事業の際に、ホーム
ビジットを受け入れていただけるホストファミリーを募集しています。
　ホームビジットを受け入れてみたい、また、スポーツ交流や意見交換会
だけでも参加したいという方は、ぜひお問合せください。
　近くて遠い存在の北方四島在住のロシア人と交流し、日本の文化を知っ
てもらいましょう。
※ ホームビジットとは、一般家庭を訪問し、交流することです。
■受入時期　６月の土曜日又は日曜日

問合せ／総合政策課地域政策担当（内線 2217）

ビザなし交流船「えとぴりか」

バターづくり体験

色丹島でのスポーツ交流

住民交流会

北方四島訪問の様子

別海町での受け入れの様子

北方領土返還要求運動に参加しよう

2016「北方領土の日」
根室管内住民大会

ふゆとぴあ in BETSUKAI 2016
「北方領土クイズ大会」開催

北方領土返還啓発パネル展

当日参加も
可能です

日本の領土北方領土をもっと知ろう

ホストファミリー募集
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